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　　　　　大都市 における子育て期 の親子の

安全 ・安心 まちづ くりの指標 に関す る研 究(1)

槇　村　久　子

要　旨

　少子高齢人口減少は大都市にも見 られるようになり、一方都心に高層マンション等住宅供給

が増加 し子育て世帯層が増加 している。大都市において子育て期にある親 と子が安全に安心 し

て生活で きるための条件 を日常生活の視点か ら明 らかにする。本稿では大阪市で幼児 と子育

て世帯層が増加 している地区を取 り上げ、そこに備わっている条件 を現地調査、親子のベビー

カーでの調査、地域の子育て支援グループ、認可外保育所、親へのヒアリング調査などで分析

した。まち歩きではハー ド面で主に道路、公園、駅舎、商業施設や公共施設などをチェ ックし、

その他の調査か ら子育て期の親子、特に女性が安全で安心 して住むことがで きる要素 を立地、

交通アクセス、マ ンションの価格、保育施設と保育サービス、子育てサービスや施設、近 くで

利用で きるサービスを詳細に抽出 した。

キーワー ド:安 全 ・安心、子育て期、 まちづ くり、親子、大都市

は じ め に

　少子高齢人 口減少社会、社会経済構造の変化 に伴い、女性の職場進出が進んでいる。 また少

子高齢人口減少化 は大都市に も見 られるようにな り、都市 のあ り方 を再構築す る必要 に迫 られ

ている。一方、地価の低下や産業構造の変化 によ り都心に高層マ ンシ ョン等住居の供給が増加

し、人口の都心回帰の現象 も見 られる。大都市 における住宅供給 によ り高齢者世帯 と一方若年

子育て層の世帯 も増加 している。 このような大 きな社会変化の中で、大都市 において子育て期

にある親 と子 どもが安全で安心 して生活で きるために、 どのような条件が必要 となるか を親子

の現実の 日常生活の視点か ら明 らかにする必要がある。それにより、産業優先的であった都市

が多様 な世帯が住 む都市、それによ り活性化する魅力 ある都市へ変 わる可能性がある。そのた

め、本稿では大阪市の中で乳幼児や子育て世帯 の年齢層が増加 している地 区を取 り上げて分析

し、大都市 における子育 て期の親子の安全 ・安心 まちづ くりにどのような条件が備 わっている

必要があるのか、指標づ くりのための調査研究 とする。
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1-1.調 査研究の目的 と方法

　子 どもの増加、子育て層の都心回帰、核家族の進展、共働 きの増加

　大都市 において子育て期 にある親 と子 どもが安全で安心 して住 むことがで き、かつ核家族で

親 自身が共働 きの増加の中で、男女 とも仕事 と家庭 を両立で き、子 どもを育てることが楽 しい

と感 じられるまちのあ り方 を親子の 日常生活 の視点か ら把握 し、分析 する。それによ り親子の

安全 ・安心のまちづ くりの指標 を考察する。

　調査研 究の対象地 は、大阪市 とす る。大阪市は人口267万 人(2010年)、24区 ある。 『第6回

大阪市人 口移動要因調査報告書』(2008年 度)に よれば、0歳 か ら4歳 の子 どものいる世帯は

大阪市か ら転出傾向にあるが、市内中心部 においてはこれ らの世帯の人口増加が著 しい。

　 そこで、市内中心部の どの区において乳幼児 と子育て世帯層の増加が顕著であるか を各種統

計か ら分析 し、各区において まちの現地調査、親子へ 聞き取 り調査、親子 による踏査 、 また保

育サー ビス関連施設は公的施設や民間事業者、NPO等 に訪問 しヒアリング調査 を した。

1-2.乳 幼児のいる子育 て層の人口推移

　子育て層の親子の安全 ・安心 のまちづ くりを考察するため、大阪市内で子 どもの人口、特 に

乳幼児、小学校低学年 まで と、その親である25歳 か ら39歳 の年齢層の人口が増加 している地区

を選定する。 また、共働 き世帯 の増加の動態 と、共働 き世帯が住居の取得 で きる住宅が どのよ

うに増加 しているのかを住宅着工数の推移 とその立地をみた。

(1}子 どもの増加

　大阪市 の人口推移を2006年(平 成18年)と2009年(平 成21年)を 比較する。

　 「0～4歳 」 と 「5～9歳 」の子 どもが増加 しているのは北区、福島区、 中央 区、西区、天

王寺区、城東区、鶴見 区である。「0～4歳 」の乳幼児 の増加率は中央区が最 も多 く、133.7%、

次いで西区118.8%、 天王寺区113.0%で ある。「5～9歳 」では天王寺区が最 も多 く105.9%、

次いで福 島区105.3%、 西 区104.7%。

表1子 どもの増加 している区 表2　 子育て世帯層の増加 している区

区

北　区

福島区

中央区

西　区

天王寺区

城東区

鶴見区

0～4歳

104.6

112.2

133.7%

118.8%

113.0%

106.0%

103.4%

5～9歳

101.9

105.3%

100.5

104.7%

105.9%

100.4%

100.4

区

北　区

福島区

中央区

西　区

天王寺区

25～29歳

107.1

106.1

113.3

121.7%

104.8

30～34歳

101.5%

101.5%

110.5%

104.8°io

104.9

35～39歳

110.8

119.4%

117.6%

118.4%

109.1
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(2)子 育て世帯層(25～39歳)の 増加

　 子育て世帯層 は25歳 か ら39歳 とし、「25～29歳」 「30歳～34歳 」「35歳～39歳 」の人口が増加

している区は、北 区、福島区、 中央区、西 区、天王寺 区である。

　 厚生労働省の人 口動態統 計年報 によると、2007年 の平均初婚年齢 は男性30.1歳 、女性28.3

歳で、第一子 の母親 の年齢 は平均29.4歳 である。そのため、子育 て年齢 層の 中心 と考 え られ

る 「30～34歳 」の人 口増加率が最 も高い区は、中央区110.5%、 次 いで天王寺 区104.9%、 西区

104.8%で ある。

　 以上か ら子 ども層の増加率 と子育て層の増加率が ともに増加 している区は、北区、福 島区、

中央 区、西 区、天王寺 区の5つ の区であることがわかる。これ らはいずれ も大阪市 内の中心 部

である。

(3)共 働 き世帯 の増加

　 0歳 ～9歳 の乳幼児 ・低学年の子どもを

持つ世帯で、共働 き世帯の推移 を見 よう。

1990年(平 成2年)か ら、2005年(平 成

17年)に かけて0歳 か ら9歳 の子 どもを

持つ世帯は減少 しているが、共働 き世帯

数(ひ と り親 を含 む)は2000年(平 成12

年)で 減少は止 まり、2000年 には1990年

に比べ て66874世 帯 か ら68742世 帯 へ と

102.8%増 加 している。

(4)住 宅着工数の推移 と立地

　子育 て世帯層が増加 している要 因とし

て、大阪市内中心部 のマ ンシ ョン等、新

設住宅着工数が増加 していることが考え

られる。そ こで、北 区、福 島区、中央区、

西区、天王寺区の5区 の住宅着工戸数の

近年の10年 の推移 を見 よう。北区、中央

区、西区の3区 で は住宅着工数が比較的

多 く、 また2002年(平 成14年)か ら2006

年(平 成18年)に かけて特に著 しい山が

見 られる。

昼 と夜 の人 口には大 きな差 が ある

　 　 昼は中心市街地に極度に集中している。

　 　　 大阪市内の区別昼夜闘人口比串

図1　 大阪市地区

　 　 　 　 r大阪痂時系列統計表　第6縦 住宅・土地統酢側査亅より

図2　 住宅着工数の推移
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(5)待 機 児童数の推移

　待機児童 は2010年4月 現在 では、ゼ ロのエ リア(エ リアは24区 をさらに分けた もの)が35の

うち16エ リア と約半数が解消 されている。 しか し前年か らの増減を見 ると待機児童が増加 して

いるエ リアは7箇 所ある。大阪市では入所枠 の拡大や、新規の認可保育所 の設置を進めること

で、2005年4月 には3万9903人 を受 け入れてお り、政令指定都市のなかで第一位であ った。

皿　子育て層が暮 らすまちの実態　西区堀江地区の現地調査

　子育て層が多 い大阪市西区の堀江地区を現地調査 し、子育て層がなぜ多 く住 んでいると考 え

られるのか、 また子育て層のニーズや課題を探 るため、下記の調査 を実施 した。

　西区 は中央 区の西 に隣接す る。西 区は地下鉄、JRの 交通 アクセスや通勤 の利便性 が高 く、

ター ミナルにも近い。人口は増加傾向にあ り、まだ高層マ ンションの建設が進 んでいる等の特

徴がある。特 に堀江地 区(北 堀江 と南堀江)は 子育て層の居住地域 として便利 であ ると事前 ヒ

アリングによる観測か ら、 どの ように子育て層に適 した地区であるかをまず現地調査 によって

検証する。

皿一1.西 区堀江地区の現地調査

　予測 される子育てに必要な施設がある、 日常生活に必要な施設がある、子育 て期 において も

親が楽 しめる施設がある、通勤に便利である、安全が感 じられる という視点か ら、調査項 目を

選定 した。

　現地の調査項 目は、① 立地　②交通手段(鉄 道)③ 町並みの様子　④保育施設　⑤公園

⑥医院 ・病 院 ⑦ 日用 品の販売店 ⑧飲食店 ⑨近 くにある公共施設 ⑩その他

　現地調査 の結果

① ター ミナルの難波や南の繁華街の中心 に近い、また北の ター ミナルの梅 田、大阪駅に もアク

　セスが良い

②交通アクセス

　地下鉄四つ橋線、長堀鶴見緑地線、千 日前線に囲 まれ、西長堀駅、西大橋駅、四 ツ橋駅、桜

川駅がある。四つ橋線 の東側 には御堂筋線があ り、四ツ橋駅 もある。道頓堀川 を挟んで桜川駅、

なんば駅、木津川 を挟 んで ドーム前千代崎駅 もある。特になんば駅 ター ミナルに近い。交通利

便性が高 く、通勤時間が短縮 される。

③町並みの様子

　北堀江、南堀江地区 ともにマ ンシ ョンが多 く立 ち並んでいる。繁華街 の心斎橋 に近い北堀江

は多 くの洋服や雑貨、カフェなどのシ ョップが多 く若者の人通 りが見 られる。新 なにわ筋 をは

さんで南堀江 に近づ くほ ど静かな住宅街の様相になる。

④保育施設
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　保育サー ビスの中で、認可保育所 は南堀江に1ヶ 所ある。西区は若年層 の流入が多 く、待機

児童が解消 されていない。 また多 くのオフィスや繁華街の店舗 も多 く、補完のためか四 ツ橋駅

と西長堀駅近 くに認可外保育施設が5箇 所ある。

⑤公園

　公園は各所 に5箇 所 ある。親子連れが多 く、父親 と子 どもが遊ぶ姿 も見 られ、都市部のオー

プンスペースとして よく利用 されている。 トイレのある公園 もあ り、親子連れには便利 である。

土佐公園に隣接 して土佐稲荷神社の境内地 もある。

⑥医院 ・病院

　小児科のあ る大阪市夜 間休 日救急診療所が地下鉄長堀駅す ぐにある。 また南堀江 に救急病院

が1ヶ 所、その他 にもあ り、子育て期の親には子 どもの急 な病気 にも安心で きる。

⑦生活用品の販売店

　北堀江、南堀江 にスーパーマーケ ッ トが各1店 舗 あ り、毎 日の生活用 品の購入には支障が な

い。 コンビニエ ンス ・ス トアも数多 く、心斎橋 まで徒歩20分 であ り、生活用品の購入 にも不便

が ない。

⑧飲食店

　北堀江 は、近年"若 者 の町"と 呼ばれ、フ ァッションの店の他、 カフェや レス トランが多 く

見られる。ベ ビーカーを置いて親子で ランチをとる姿 も見 られ、気軽に子連れで入れる店 もある。

⑨近 くにある公共施設

　大阪市立中央図書館、大阪市立子 ども文化セ ンター、西 区役所

図3　 西区堀江地図の調査結果図
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写真1　 西区堀江地区のまち

⑩その他

　公共施設 として、大阪市立中央図書館や子 ども文化セ ンターがあ り、親子で教養を育む場 と

して利用で きる。また民 間施設では、女性に人気のヘア ・エステ等の美容関連サ ロンや、マ ッ

サージや整体 などの健康 関連サ ロンも数多 く見 られ、若年層 には魅力の一つになっている。

1-2.子 育 て層が必要 とするまちの施設や場

　NPO法 人 「しゅっぽっぽ」(つ どいの広場)等 地域の子育て支援 グループ

　都心 に居住する、特 にマ ンション居住 の子育て期 にある世帯 はほ とん どが核家族 である。

2005年 で0歳 ～9歳 の子 どもがいる世帯 は81.2%が 核家族で、近年同 じ傾 向であるが、 ひとり

親 と子 どもの世帯 は、1990年4.4%が2005年 は9.6%と 増加傾 向が続 いている。

　子育 て層が必要 とするまちの施設が整 っているだけでは十分 ではない。共働 き(ひ とり親)

の場合、 日中は保育所、家事専業 の場合 は日中の子 どものケアに対 して相談や話 し相手が必要

になる。 そこで、NPO法 人な ど地域 の子育て支援 グループや 「つ どいの広場」、 また公的保育

所 では入所枠やサー ビス内容が足 らない場合があ り、民間の認可外保育所 にヒアリングした。
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1.家 庭 での保育 を補完する地域の子育 て支援 グループ

　西区にある子育て支援 グループのNPO法 人 〈A>

　 NPO法 人 くA>は 、 自分 の家 の1階 部分 を改装

し、地域の乳幼児を持つ親 とその子 ども(0歳 ～就

学前 まで)が 利用で きる。20年 前 に始め られ現在 は

NPO法 人 にな り、大阪市 の 「つ どいの広場 事業」

(地域子育て支援拠点事業)に 位置づ けられている。

　 開館時間は、月水木金の平 日と日曜 日の10時 か ら

15時 で、休館 日は火、金曜 日と祝 日。

　利用人数は、多い時で1日40組 になることもある。 写真2　 子育て支援グループのNPO

運営体制 は、15人 のスタッフで回 し、常時2人 程度で、スタッフの中には子育 て中の人や以前

同所の利用者 もいる。 スタッフは地域の人が多 く、地域の情報 にも詳 しい。

　利用者は、平 日は家事専業の母親が子連れで来る。 日曜 日は自営業 で店 を経営す る女性や、

平 日は通勤 してい る女性が子 どもと二人 きりでどう遊べ ばよいかわか らな くて来訪するケース

もある。

　来訪者 の女性の特徴 は、次の ようである。子 どもの集 いの広場であるが、実際は子 どものた

め というより、母親のためで、 ここに来ればスタッフや他の母親 と情報交換することで 自分が

リラックスで きるとい う。子連れで行ける美容院や飲食店 などを持ち寄 って情報 フ ァイル も作

成。壁 に情報 を展示 している。「今のお母 さんたちは、子育てのため だけではな く、 自分の楽

しみがないと」。母親 同士で子 どもの預 け合いで外出 し、 自分の生 き方 も大事 にしている。 こ

こに来 る女性の中には、粘土細工、ネイルケア、ハ ン ドケア、ラテンダンスな ど講習 している

人もいて、いつか教室を開 くことを望んでいる人 もいる。

　現在の母親の悩みは、以前 か ら多か ったという。20年 前 に子育て グループを始めたころは、

子育てが苦 しい、つ らい人が多かった。 どう育てた らいいわか らず ちょっ としたこ とで も悩 ん

でいた。幼児教室 などお金がかか る場所 しかな く、公園 くらい しか行 く場所がな く、保育所 に

入れているほうが まだ楽であった。利用が有料であれば来 る人に限界がある。2～3歳 になる

と 「子育ていろいろ相談 センター」などに行 き、子 どもが走 り回れ るが、子 どもが小 さい とこ

のような場、スペースがいい と考 えられている。

　父親が利用することはほとん どない。沐浴の講習などでは参加す る父親が多 くなって きてい

る。「お父さんのための」な ど、子 どもと一緒の講習な どは父親の参加が多い。

2.認 可外保育施設

　大阪市 内には認可保育所の他、認可外保育所は125箇 所 ある。特 に北 区、中央 区、西区では

他の区よ り認可外保育所が多い。認可外保育所は子育 て支援やサー ビス をどの ような親のニー

ズに対応 しようとしているのかをみ よう。
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　 ヒアリング項 目は、次の とお り。

　(1)保 育サービスの内容/子 ども数 と受 け入れ年齢、保育の対象年齢、開所 時間、基本時間、

　　 開所 日、病児保育、夜 間保育、その他のサー ビス

　(2)利 用者の特徴/利 用者の属性、年齢層、利用者の経年動向、男性 の育児参加

　(3)運 営の現状

(1)保 育サービスの内容

　 子 どもの人数 と年齢は、現在 は10数 名で、乳児の時か ら来ている子 どもなど、1歳 児、2歳

児が多い。保育対象年齢は、0歳 か ら小学校入学 までを対象 としている。開所時 間は7時 か ら

24時 くらいまでであるが、基本時間は午前9時 か ら午後6時 までの9時 間の預 か りで、その後

は延長料金になる。夜遅 くまで預かる場合 は、夕食 を食べ させてか ら家 まで送っている。開所

日は、通常 は月曜 日か ら土曜 日であるが、親の仕事の都合で要望があれば、年末 も預 かる。親

が困っている事情 もわかるため、で きるだけ対応 している。

　 病児保育 は、認可保育所が子 どもの熱が37度5分 になれば子 どもを帰すが、 ここでは月 ぎめ

の子 どもは様子がわか るので38度 まではこちらで預かっている。熱が37度5分 の段階で一応親

に連絡 をいれ、38度 以上で も親が帰れない場合 はこちらで病院に連れて行 く。一時保育 は、初

めての人は預か らないが、これまで利用 したことがある人は当 日で も預か る。利用 目的で多い

のは行事がある とき、親が病院にい くとき、子 ども連れて行 けない用事 の時である。近 くの預

ける人がいないので、一時保育 を して もらえるか、 という問い合 わせが多 くある。夜 間保育は、

ニーズがあるが、料金が高いので母親がパー トタイマーの仕事であればお金が残 らない。

　 その他のサービスで特徴的なのは送迎サー ビスである。利用者 の個別ニーズに対応 した朝 夕

の送迎 をしている。親が少 しで も時間を有効にと送迎の希望者は多い。送迎代 がかかるが、親

の負担が軽 くなるように、母親 自身に自分の時間や女性 に戻 る時間を持 って もらいたい と考え

ている。認可保育所へ迎えに行ってその後 こちらで保育することもある。一部だが私立小学校

に入学 した子 どもの送迎や預か り、幼稚園児の預か りもある。本当はこのような親の個別ニー

ズに対応 したサービスや保育 もしたいが、費用が高 くなって しまう。

(2)利 用者の特徴

　 利用者は、基本は共働 きばか りで、働いている人がほとんどである。雇用者 より自営業の人

が多い。中には弁護士や医者 もいる。忙 しく仕事が終わる時 間が遅い人が多い。年齢層 は30歳

代前後で、若い人が多い。

　 利用者の経年動向は、認可保育所 に入れるようになると、多い時 は3分 の2く らいが移動す

る。また近隣に幼稚 園があるため、勤務 している人で も幼稚園に移 る人がいる。 自営業 の親が

多いので、幼稚 園が預かる時間でも可能のようである。雇用者は、育児休業が終 わると、認可

保育所へは途中か らの申し込みになるため、待機期間だけ利用 して、2歳 や3歳 になると認可

保育所へ移動す る人が多い。

　 男性の育児参加 は、子 どもを迎 えにい くと両親そろっての見送 り、父親が保育園に連れて来
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ることや、病院に連れて行 ってか ら来ることもある。父親が よ く協力 している。

(3)運 営の現状

　行政か ら補助がないため、経営 はぎりぎりの状態である。補助 金が 出れば、保育士 を増員 し、

子 どもにもっ と愛情 を注 げる態勢 にしたい。子 どもに とっては親 より保育士 と接する時 間の方

が長いか らであ る。 また少 しで も待機児童を減 らす ことがで きると考 えている。

皿　 ベ ビーカーによる親子が(ハ ー ド面 か ら)見 るまちの現地調 査/天 王寺 区

　「ベ ビー カーで まち探検 ～子育て世代のパパ ・ママ にや さしい まちを考える～」 とい うテー

マで乳幼児がいる親子(父 、母)の 参加者 を募集 し、ベ ビーカー を押 しなが ら移動する間、道

路や公園、地下鉄な どの施設や子育て支援サー ビスが見 られるか、 まちの現地調査 をして、子

育て期の親子 に安全 ・安心 のまちづ くりに何が求め られているか を検証 した。

1.調 査 地 ・ル ー トの選 定

　 ベ ビー カー に乗せ る よ うな乳幼 児 連 れ のた め、現 地調 査 には制 約 が で きる。 そ こで 、 次の 条

件 に よ り、 調査 地 とル ー トを選 定 した。

①子育てをテーマ にした調査のため、子 ども

　層 と若年世帯が増加 している地区であるこ

　 と。

②子 ども連れであるため、長時間の調査時 間

　が取れないため、調査項 目がある程度密集

　 していること。

③ まち歩 きの事前事後で、参加者数十名が集

　れる場所があること。

④おむつ交換がで きる トイレ休憩が取れる場

　所があること。

　上記の4条 件 と、次に述べる調査のチ ェッ

ク項 目が地理的に集中 している条件か ら、天

王寺区で、 クレオ大阪中央(大 阪市男女共同

参画セ ンター、大阪市天王寺上汐町、地下鉄

谷町線 四天王寺夕陽丘駅)か ら近鉄上本町駅

周辺 とした。

図4　 現地調査のルー ト
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　現 地調査 の実施 日は2010年(平 成22年)11月21日(日)、 時間 は13時30分 ～15時30分 の2時

間。

　現地調査の後、 クレオ大阪中央でチェックシー トの完成 と参加者か ら報告 と意見交換 の まと

め行 った。

　現地調査のルー トは、次の とお り。

クレオ大阪中央(公 共施設)　 ⇒　 四天王寺保育 園(子 育て支援施設)　 ⇒　上汐町公園(運 動

場のある大 きな公園)⇒ 　大阪国際交流 セ ンター(公 共施設)⇒ 　公園(小 さな公園)⇒

　 上町筋(大 通 り)⇒ 　上本町ユ フラ(商 業施設)⇒ 　24時 間保育園(子 育て支援 施設)

⇒ 　谷町九丁 目駅(公 共交通施設)⇒ 　四天王寺夕陽丘駅(公 共交通施設)⇒ 　谷町筋(大

通 り)⇒ 　クレオ大阪中央

2.チ ェック項 目とチェックシー ト

　子育て中の当事者である父親や母親 にとって、 日常感 じていることや 自分の居住す るまち と

調査地の違いを気づ くことで、住みたい まちへのニーズや課題が出やす くなるように、子 ども

を連れた暮 らしに身近 な場所 をチ ェック項 目に設定 した。

写真3　 ベ ビー カーでまちの安全 ・安心 をチ ェック
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　現地調査でのチェ ック項 目は、公園、歩道、道路、駅 の中、電車の中、商業施設、公共施設、

トイ レ、その他の9項 目である。本調査では、 まち歩 きとい う性格か ら、施設(ハ ー ド面)の

項 目が中心 になった。チ ェックシー トは記述式で、で きるだけ具体的な記入 をして もらうこと

で、子育て期のまちへのニーズや課題 を明確に し、また同時にそれが当事者の気づ きにつ なが

るように した。

　チェックシー トの具体的な記入は、場所の項 目ごとに 「良い」点 と 「悪い」点を記入 し、写

真を取 る。そ してその 「場所 ごとの理想像」(こ うであればいい)を9項 目記入。「全体 として

理想像(方 向性、構想、仕組 み)」 つ ま り、こんなまちであってほ しい と考 えることを記入 し

て もらう。

　ルー ト上の事前調査 によ り、各項 目での着眼点 をチ ェックポイ ン トに予定 した。

・道路/車 道、歩道、交差点、舗装、段差、路上駐車、路上駐輪、交通量 な ど

・公園/ト イレの有無、ベ ンチ、安全性、視界の確保、遊 び場 としての機能、スロープ、管理

　面、 日陰など

・駅舎/エ レベー ター、改札 の広 さ、 トイレなど

・商業施設や公共施設/ト イレ、授乳室、保育室、サービスなど

3.ベ ビーカー親子 による現地調査の結果

　チェ ック項 目の個別箇所毎に、「良い ところ」「悪い ところ」「場所 ごとの理想像」の記入 をし、

「あなた にとっての"子 育て にや さしい まち"の 理想像」(方 向性 、構想、仕組 み)を まとめた。

例 えば、事例 をあげると次の ようである。

(1)事 例 〈公園〉

*良 い ところ

　 ・植木が多 い

　 ・ブランコが乗せやす く、安全

　 ・見通 しが良い

　 ・利用す る人が多い公園は安心で きる

　 ・砂場 に柵がある　 等 々

*悪 いところ

　 ・トイレや手を洗 う水道が無い

　 ・スロープが少 な く、ス ロープの場所が わか りにくい

　 ・日陰が少ない

　 ・ボール遊びをする場所 に柵が無 く危険

　 ・大 きい子 と小 さい子が一緒の場所で遊 んで危険　等々

*場 所 ごと(公 園)の 理想像

　 ・広 くて、緑が多 くて、清潔 な トイ レがあ り、遊具 も多 く、静かで治安が 良い



16　 大都市における子育て期の親子の安全 ・安心 まちづ くりの指標に関する研究(1)

・入 り口が入 りやすい、乳児が安心 して遊べ る公園

・ス ロー プが多いこと、安全、 カラフル

・子 どもが安心 して遊べ るように、警備があるとうれ しい

・安全 にた くさんの子 どもが遊べる。フェンスを設置するな どボールが外 に出ない工夫

・見通 しが良 く、清潔だと安心 して遊ばせることができる　 等々

(2)「 あなたにとって"子 育て にやさ しい まち"の 理想像」で記述 された事例 は次の ようであ

　 る。

・「町全体が狭 い し、人口 も多いので、道路が狭いの も、公園が小 さいの も仕方ない と思 う。

　 で もなるべ く段 差を無 くす とか、路上駐車を少な くす るとかで、で きることはあると思 うの

　 で、そ ういった ことに力 を入れていってほしい。町のいろいろな場所に もっと防犯 カメラを

　 設置 した ら、犯罪を未然 に防止で きるかと思 う。デパー トやスーパー、公共施設 など、不特

　 定多数が出入 りする所では、 もし、子 どもが迷子 になった ら、ただの迷子か誘拐 なのかわか

　 らないので、店員に言ったら、す ぐに店側は出入 り口を封鎖 して、見つかるまで出入 り禁止

　 に してほ しい。他 の客には迷惑だが。 もし、誘拐 され外に連れ出 された ら、二度 と会えない

　 か もしれないので。そ ういったことが常識に してほしい。」

・「子育て とともに、高齢社 会 になって くると思い ますので、徐 々 にで きる ところか ら、ス

　 ロープを増や した り、駅 にエ レベーターを増や した り、車椅子やベ ビーカーが通 りやす いよ

　 うに路駐 を減 らす等の動 きをしていってもらえるといい と思 う。また、違 った観点で近所づ

　 きあいが少な くなって きているので、本 日のような場や交流がで きる場 を設けていただいて、

　接点 を増や していける社会作 りをお願い したい と思います。」

・「ベ ビーカーの取 り入れ(多 目的 トイ レ、シルバ ーシー ト、電車の車椅子スペース)が 堂 々

　 と使えるようになる。同時にベ ビーカーでのまち歩 きのルール を作 って、子 どもマナーを考

　 える(電 車では畳 む、 ラッシュは避けるなど)。地域全体で子育てがで きれば、親 も助か る

　 し、勉 強になるし、祖父母がいない家庭 も多いので、子 どもに もいいか なと思 った。」　 (要

　 求するばか りではな く、 自分 たち自らも考え、地域 での子育てのまちづ くりを考 えている)

(3>ベ ビーカー親子が見た現地調査 のまとめ

　全体的には

・実際にベ ビーカーや車椅子 を使 った設計や設置を して欲 しい。 自分が使 ってみて初めて気づ

　 いたことが多かった

・町のいろいろな場所 に防犯 カメラを増やせ ば、未然に犯罪 を防止で きる と思 う

・地域全体で子育てがで きれば、親 も助か り、ア ドバイスが もらえ、子 どもに もよい

・近所付 き合いが少 な くなってい るので、今 回のような交流がで きる場や、 コミュニケー ショ

　 ンを増や していける社会づ くりをお願いしたい
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公園や道路 では

・公園はボール遊 びなどす る運動場 と遊具や砂場 を分 ければ小 さい子 ども連れで安心 して利用

　で きる

・ベ ビー カーを押 して歩 くと道路 と歩道の段差が気になった

・路上駐車(駐 輪) 、 くわえ タバ コ、歩道 を走行する自転車な どを危険に感 じた

・街灯があ り、明る く、夜で も安全なまちだと安心 して住 める

・交通量が多いが歩道が無い道路や公 園付近 には、ガー ドレールが あれば安心

施設や駅舎 では

・公共施設や大 きな商業施設には、気兼ねな く授乳で きるスペースが あれば気軽 に外 出で きる

・駅の改札 の幅 を広 くす る とベ ビー カーで も通 りやすい

・電車やエ レベー ター等に 「車椅子マー ク」 のように、子 ども連 れ優先 の 「ベ ビーカーマー

　 ク」があれば利用 しやす くなる

・ベ ビーカー ごと入 れる広 い トイ レが便利。女性用 トイレにはあるのに、男性用 にはベ ビー

　 シー トやベビーキープが無い ところがあった

　以上、ベ ビーカーで町の現地調査 をした結果、多 くの当事者 と しての気づ きがあげ られ、全

体的 に安全、安心のまち を望んでいることがわかった。今調査 は施設 ・設備 な どハー ド面での

チェックポイ ン トも多 く、それに対 しては整備が されてい ると考 えていることが わかる。 しか

し、細かい改善点 もあげ られ、子育て期 にある親か らみた安全 ・安心 のまちづ くりの条件 も見

えてきた。

N　 子 育て中の父 ・母のニ ーズや課題の聞 き取 り調査

　西区堀江地区の まちの現地調査 を踏 まえ、子育てにや さしいまちづ くりにどの ような条件が

必要か、また課題 を探 るため、大阪市子 ども文化セ ンターに来訪 した親子連れの親 を対象 に聞

き取 り調査 を実施 した。以下の14項 目の質問に、回答項 目をあげ、調査者が解答欄 に記 した。

調査 日は、2010年12月18日 。

1.調 査項 目

　(1)性別　(2)同居家族の構成　(3)配偶者の年齢 　(4)子育てを楽 しいと感 じるか　(5)自分 自身 と

配偶者の子育てへのかかわ り　 (6)子どもを通 じた付 き合い　(7)住まいの近 くの子育 てサー ビス

や施設(8)住 まいの近 くで利用するサー ビスや施設(9)今 の住 まいを決めた理由　(10)住まいの

区名　(11)居住年数　(12)住居の種類　(13)自分 自身 と配偶者の職業　(14)世帯年収

2.調 査結果

(1)聞 き取 り有効回答総数は、女性39人 、男性6人 の、計45人 。

(2>同 居家族 は、母7.7%、 父5.1%、 配偶者 の母0、 配偶者 の父2.6%で 、ほ とん どが核家族

　 である。子 どもの数は、1人 が56.4%、2人 が41.0%、3人 が2.6%。 末子年齢は3歳 ～8歳 。
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(3)年 齢 は、女性(妻)32歳 ～46歳 、男性(夫)は31歳 ～50歳 。

(4)子 育 て は 「楽 しい時 が多 い」 とい う女性 は74.4%、 「楽 しい 時 と しん どい時 が 同 じ」

　 18.0%、 「いつ も楽 しい」7.7%で ある。「しん どい と感 じる時の方が多い」「いつ もしん どい

　 (つらい)」 は0で ある。

(5)子 育てへの関 わ りは、女性 は 「十分であ る」46.2%、 「ある程 度十分」33.3%、 「あ ま り

　 十分 でない」5.1%、 「不十分 である」が0で ある。女性が配偶者 に対 しては、「あ る程度十

　 分であ る」46.2%、 「十分である」18.0%、 「あま り十分でない」7.7%、 「不十分である」 は

　 12.8%あ る。

(6)子 育てを通 じた付 き合いは、「子 どもを預 けられ る人がいる」53.9%、 「子 どもを注意 して

　 くれる人がいる」12.8%、 「子連れで行 き来す る人がいる」28.2%、 「挨拶程度する人がいる」

　5.1%、 「子 どもを通 じて関わる人はいない」「特 に関わ りた くない」 は0で ある。

(7)子 育てサ ービスや施設で、便利で よ く利用す るもの(複 数回答)で 最 も多 いのは 「地域

　 で子 どもと一緒 に参加 で きる イベ ン ト」で33.3%、 次いで 「子 ども連 れOKの 飲食 店」が

　 28.2%、 「児童 いきいき放課後事業」23.1%。 その他 「語学 ・音楽 ・育児等の幼児教育施設」

　 18.0%、 「子育ての悩み を相談で きる場所」15.4%、 「延長保育」10.3%、 「集 いの広場 な ど

　 の公的 な保育支援事業」10.3%で ある。あ と 「長時間保育」「駅近の保育園」 「学童保育」が

　 各5.5%あ る。

　 「休 日保育」「24時間保育」「仕事か ら帰宅するまでの間小学生 を預かって くれ る託児施設」

「保育所の送 り迎 え」「家事や育児の代行」「子 どもに夕食 を食べ させて くれるサー ビス」厂仕事

か ら帰宅す るまでの間、マ ンシ ョン内や地域内で子 どもを預かるサ ービス(夕 食、宿題 も)」

は0で あった。

　 一方、子育てサービスや施設で無 くて困っている、今後ほ しい ものは、最 も多いのが 「駅近

の保育所」で28.2%で ある。次いで 「語学 ・音楽 ・育児等の用事教 育施設」15.4%、 「仕事 か

ら帰宅す るまでの問、マ ンシ ョン内や地域で子 どもを預か るサービス(夕 食、宿題 も)12.8%、

「児童 いきい き放課後事業」「家事や育児の代行」は各10.3%。 「学童保育」「仕事か ら帰宅 まで

の間小学生 を預かって くれる託児施設」「子 ども連れOKの 飲食店」が各7.7%あ る。

(8)利 用す るサー ビスや施設 で、便利で快適 に利用 している もの(複 数回答)は 、「図書館 」

　 が46.2%、 「趣 味や習い事が で きる施設」25.6%、 「くつろげ るカフェ」23.1%、 「洋服 や靴

　 などのシ ョップ」18.0%、 「ヘ ア ・エステ、ネイル等の美容関連サ ロン」15.4%、 「夜遅 くま

　 で食事がで きる飲 食店」12.8%、 その他少 ないが 「マ ッサー ジ ・整体 ・リラクゼー シ ョン

　 の健康関連サ ロン」「語学 ・資格等 を学べ る使節」が各5.1%あ る。反対 に無 くて不便 であ

　 る、今後 ほしい もの(複 数回答)は 、「趣味や習い事がで きる施設」23.1%、 「くつろげるカ

　 フェ」20.5%、 「洋服や靴 などの ショップ」「図書館」が各10.3%、 「語学 ・資格等 を学べ る

　 施設」が7.7%で ある。

(9)現 在 の住 まいを決 めた理由で最 も多 いのが、「夫 の職場 に近 いか ら」で38.5%、 次 いで
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　「駅に近 く通勤に便利だか ら」25.6%、 「妻の実家が近いか ら」20.5%。 家族以外の条件では

　「梅 田や難波等の中心 部に近 いか ら」1＆0%、 「公 園な どの遊 び場が近いか ら」15.4%、 「食

　料 品や 日用品の店が近 くにある」15.4%。 「保育所 ・学校 な どに近 いか ら」「夫の実家 に近い

　か ら」が各10.3%、 「妻の職場 に近 いか ら」「将来の資産性」7.7%、 また 「救急 や夜 間対応

　の病院が近 くにあるか ら」5.1%、 「学童保育施設の利用の しやす さ」2.6%。 「保育所の利用

　の しやす さ」 「夜 間 ・休 日 ・代行 など民 間の保育サー ビスが近 くにあるか ら」は0で あ る。

(10)居 住 地 は、女性 は846%が 大 阪市 内で あ るが、市外 も15.4%。 市 内の うち地元 の 区は

　21.0%だ けである。

(11)居 住年数 は全員が10年 未満 で新 しい住人である。

(12)住 まいの種類 は、「マ ンション(購 入)」 が最 も多 く46.2%、 次 いで 「戸建 て住宅(購 入)

　 23.1%、 「マ ンシ ョン(賃 貸)」20.5%、 「社宅」5.1%で 、「二世帯住 宅」 は0で ある。

(13)妻 の職 業 は、「無職(家 事 専業)」56.4%で 半数強。働 い てい る人 は、「民 間企業 の正社

　員」15.4%、 「短時間のパー ト・アルバイ ト・非常勤職員」10.3%、 「自営業 ・自由業」7.7%、

　その他 「契約社員」「家族従業者」「その他」が各2.6%で ある。

　　 夫の職業 は 「民 間企業 の正社員」が多 く64.1%、 その他 「公務員等の正職員」「契約社員」

　「自営業 ・自由業」が各7.7%で ある。

(14)世 帯年収 は、「500～700万 円未満」 「700万か ら1000万 円未満」が最 も多 く各30.8%で 、 次

　 いで 厂300～500万 円未満」20.5%、 「1000万円以上」 も10.3%あ る。 「100万円未満」 も2.6%

　 あった。

3.調 査結果か ら見えるまちの子育 て支援 ニーズ

　有効回答者総数が45人 であ り、 また女性がほ とん どであるため、男性 の回答数 を除いた。総

数が少ないが、 ヒアリングか らお よそのニーズや傾 向を捉 えることがで きる。

　 回答者の属性 は、子 どもは幼児 ・低学年 で、女性 は30～45歳 、マ ンシ ョン居住者で、居住年

数 は10年 未満 の新 しい住民 であ り、夫は民 間会社員で、世帯年収が500万 ～700万 円 ・700万 ～

1000万 円の家族 である。女性 は専業主婦が半数強で共働 きは半数弱 であ る。 また西区の堀江地

区にあ る子 ども文化セ ンターへの来訪者 をヒア リング対象 としたが、西区以外 の来訪者 も多 く、

堀江地区の居住者の特徴 とはいえないが、前述 の属性か ら都市居住 の若年子育 て層の特徴 を備

えてい る。

　居住地選定の理 由は、駅 に近 くて通勤に便利や子育 てのサ ポー トが期待で きる妻の実家の近

く、また子 どもには公 園 ・遊 び場がある、さらに都市 中心部 に近いな ど買い物や人気な ど都市

の活気や賑わいへのニーズが見 られる。

　居住地の近 くの子育てサー ビスや施設では、子 どもと一緒 に参加 で きるイベ ン トや子連れで

行ける飲食店、幼児教育施設、子育ての悩 み相談が利用 されている。利用 している施設には放

課後事業や延長保育があ り、無 くて困っている施設 として駅近 くの保育所が最 も多い。 この他

帰宅す るまでの間マ ンシ ョンや地域 で子 どもを預か るサー ビスなど共働 きの女性のニーズ とみ
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られる。

　居住地近 くで利用す るサービスや施設は、図書館、趣味 ・習い事の施設、 くつ ろげるカフェ、

洋服 などのシ ョップが多 く、 また現在は無 いが欲 しい施設 として上げ られている。

　家族や地域の人間関係では、女性は配偶者の子育てのかかわ りはある程度十分だ と考 えてお

り、地域 では子 どもを預けた り、子連れで行 き来で きる関係な ど子育 てを通 じた付 き合いが見

られる。

　以上か ら、子育て期 の親子、特 に女性の安全で安心 して快適 に住むこ とがで きるまちの要素

をまとめた。

・立地/夫 の職場の近接、妻の実家の近接、 ター ミナルや中心部への便利 さ、公園や遊び場、

　 日用品の販売店の近接、医院 ・病院

・交通 アクセス/鉄 道駅の近接性 と数

・マ ンンション(住 居)の 価格/世 帯年収

・保育施設 と保育サービス/認 可保育所、認可外保育所、駅近 くの保育所、延長保育

・子育てサー ビスや施設/親 子で参加のイベ ン ト、放課後事業(学 童保育)、 子 どもの悩 み相

　談所、地域の子育て支援 グループと集いの場、幼児教育施設、仕事 か ら帰宅す るまで子 ども

　 を預か るサー ビス、子連れで行 ける飲食店、家事や育児の代行

・近 くで利用で きるサービス ・施設/図 書館、趣味 ・習い事の施設、 くつろげるカフェ、洋服

　等のシ ョップ、ヘア ・エステ等美容関連サロン、健康関連サロ ン、語学 ・資格 を学べ る施設

まとめ

　少子高齢 人口減少、共働 き世帯 の増加、地価の低下や産業構造 の変化 による子育て層 の都心

回帰 などの背景の中、大都市 において子育て期にある親 と子 どもが安心 して住むことができ、

かつ男女が ともに仕事 と家庭 を両立で き、子 どもを育て られ楽 しいと感 じられるまちのあ り方

を日常生活の視点か ら把握 し、分析 して きた。

　大阪市の中で子 どもと子育て層が増加 している西区、北区、中央 区、天王寺区の中で まちの

現地調査、地域の子育て支援 のグループや認可外保育所、ベ ビーカー による親子の まち現地調

査、 また子育て中の父 ・母のニーズや課題の聞き取 り調査か ら、予測 される子育 て世帯が現実

に住 む ことを選択 しているまちの要素、条件 を抽 出 し、 また地域の子育て グルー プや認可外

保育所 か ら専業主婦 や多様 な働 き方の父 ・母が必要 としている潜在的 ニーズが明 らか になっ

た。 またベ ビーカーによるまちの現地調査か ら特 に施設や設備のハ ー ド面か らの安全 ・安心 ま

ちづ くりの条件 も見 えて きた。 また子育て中の父 ・母への聞 き取 り調査か ら住 まい近 くの子育

てサービスや施設だけでな く、親自身が利用する施設やサー ビスや住居の選定の理 由な どか ら、

よ り具体的な大都市 における子育て期の親子のニーズと課題 を抽出す ることがで きた。

　北区や中央区でも同様の調査を したが、本稿では紙面の関係で特徴的な西区 と天王寺区での



京都女子大学現代社会研究　　21

調査結果か ら考察 した。今後、これ ら多 くの現地調査や ヒア リング調査の結果 を整理 し、大都

市における子育て期の親子の安全 ・安心 なまちづ くりの指標 を作成す る。
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